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沖縄医療生協の現状 2019年６月末

組合員数
出 資 金

95,416人
18億521万3千円
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沖縄医療生協の現状
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右
・
リ
ッ
プ
ち
ゃ
ん

左
・
ガ
ス
テ
ィ
く
ん

（
イ
タ
リ
ア
ン
グ
レ
ー
ハ
ウ
ン
ド
）

�
月
30
日
（
日
）
ユ
イ
ン
チ
ホ

テ
ル
南
城
に
て
、
第
5�
回
通
常
総

代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
４
１
２
名
（
本
人
出
席

２
８
８
名
・
委
任
状
�1
名
・
書
面

議
決
書
53
名
）、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

50
名
の
参
加
で
、
第
1
号
議
案

「
２
０
１
８
年
度
活
動
の
ま
と
め

と
２
０
１
９
年
度
活

動
方
針
」
を
は
じ
め

第
9
号
議
案
ま
で
、

全
て
の
議
案
が
賛
成

多
数
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　
上
原
理
事
長
の
挨

拶
で
は
、
格
差
と
貧

困
が
拡
大
す
る
今
こ

そ
無
差
別
・
平
等
の

医
療
介
護
を
実
践
す

る
重
要
性
が
強
調
さ

れ
、
第
5
次
長
期
計

画
前
進
の
た
め
に

「
全
組
合
員
が
結
集

し
よ
う
」
と
提
起
さ

れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
比
嘉
専

務
理
事
か
ら
議
案
提

案
を
受
け
、
全
体
討

論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「
行
政
も
巻
き

込
ん
だ
健
康
づ
く

り
委
員
会
の
取
り

組
み
」「
男
の
手
料

理
教
室
や
凧
作
り
教
室
等
の
う
る

ま
ブ
ロ
ッ
ク
報
告
」「
特
定
健
診

活
用
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
提

言
」「
ド
ク
タ
ー
カ
ー
運
用
に
よ

る
救
急
医
療
の
充
実
」
等
の
活
動

報
告
や
、「
外
来
体
制
充
実
の
要

望
」「
新
中
部
協
同
病
院
へ
の
期

待
」「
経
営
課
題
へ
の
質
問
」、
宮

古
・
八
重
山
両
支
部
か
ら
の
「
平

和
を
守
る
課
題
と
事
業
所
開
設
の

要
望
」
も
合
わ
せ
、
11
人
の
総
代

か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
出
さ

れ
た
意
見
や
要
望
に
つ
い
て
は
、

継
続
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
が

答
弁
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
役
員
改
選
に
よ
り
理
事

33
人
・
監
事
�
人
が
新
任
さ
れ
、

退
任
さ
れ
た
理
事
�
人
・
監
事
1

人
に
謝
意
が
表
明
さ
れ
表
彰
状
と

記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
5�
回
通
常
総
代
会
は
、
新
し

い
時
代
を
き
り
ひ
ら
く
第
5
次
長

期
計
画
へ
の
挑
戦
と
覚
悟
を
確
認

し
、
閉
会
を
迎
え
ま
し
た
。
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新役員体制
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上　原　昌　義（再）
大　城　郁　男（再）
横　矢　隆　宏（再）
比　嘉　　　努（再）
外　間　貞　明（再）
高　嶺　朝　広（再）
伊　泊　広　二（再）
香　村　英　俊（再）
玉　城　全一郎（再）
照　屋　智　恵（再）
嘉　数　浩　明（再）
大　城　真千子（再）
上　原　　　健（再）
西　仲　ゆかり（再）
比　嘉　　　勉（新）
大　城　　　恵（新）
平　良　宗　潤（再）
長　山　豊　守（再）
岸　本　　　清（再）
鈴　木　淳　市（再）
藤　田　義　明（再）
知　花　盛　考（再）
宮　良　信　博（再）

安　里　嗣　淳（新）
喜　瀬　和　美（新）
内　村　敏　雄（再）
名嘉座　安　子（再）
永　山　真知子（再）
神　山　藤　義（再）
伊　計　ノブ子（新）
秋　山　幹　雄（再）
玉　城　安　信（再）
玉　寄　勝　光（新）
阿　部　克　己（再）
山　里　昌　毅（再）
田　尻　洋　章（新）
當　間　知恵子（新）

常 務 理 事
常 務 理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
監 事

仲　程　正　哲
城　間　愛　子
賀　数　藤　子
玉　城　栄　史
稲　福　　　勉
新　里　　　昇
西　平　守　伸
大　城　　　謙

【退任役員】

新役員体制
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「
パ
パ
・
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
」
と

は
、
２
０
０
９
年
�
月
の
育
児
・
介

護
休
業
法
改
正
に
よ
っ
て
新
設
さ

れ
た
制
度
（
10
年
�
月
30
日
か
ら
施

行
）
で
、
男
性
の
育
児
参
加
を
促
進

す
る
観
点
か
ら
、
父
親
・
母
親
が
と

も
に
育
児
休
業
を
取
得
す
る
場
合
、

特
例
と
し
て
休
業
を
取
れ
る
期
間

を
延
長
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
現

行
の
育
児
休
業
制
度
は
、
子
ど
も
を

養
育
す
る
労
働
者
に
原
則
と
し
て

子
ど
も
が
1
歳
に
達
す
る
日
ま
で

休
業
を
取
得
す
る
権
利
を
付
与
し

て
い
ま
す
が
、
パ
パ
・
マ
マ
育
休
プ

ラ
ス
制
度
で
は
、
子
ど
も
が
1
歳

�
ヵ
月
に
達
す
る
日
ま
で
延
長
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

父
親
も
育
休
を
取
り
や
す
く
し
て

母
親
の
職
場
復
帰
を
サ
ポ
ー
ト

　
仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援
を
目

指
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
、
育
児
・

介
護
休
業
法
（
１
９
９
２
年
の
施

行
時
は
「
育
児
休
業
法
」）。
何
度

か
の
改
正
を
経
て
、
法
整
備
は

徐
々
に
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
依
然
と
し
て
、
仕
事
と
子
育

て
の
両
立
は
難
し
く
、
仕
事
を
あ

き
ら
め
る
女
性
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
出
産
し
た
後
も
仕
事
を
続

け
た
い
と
希
望
す
る
女
性
が
増
え

て
い
る
一
方
で
、
実
際
に
は
、
働

く
女
性
の
約
�0
％
が
第
一
子
出
産

前
後
に
仕
事
を
辞
め
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
第
一
子
出
産
前
後
の
女

性
の
継
続
就
業
率
を
、
２
０
１
７

年
に
55
％
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
た

め
の
環
境
整
備
を
進
め
る
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
制
度
の
典
型
的
な
利
用
方
法

は
、
産
後
休
業
8
週
間
を
経
た
母
親

が
、
そ
の
ま
ま
子
ど
も
が
1
歳
に
達

す
る
ま
で
育
児
休
業
を
取
得
し
、
そ

の
後
父
親
が
母
親
と
交
代
す
る
形
で

�
ヵ
月
、
パ
パ
・
マ
マ
育
児
プ
ラ
ス

分
の
休
業
を
取
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン

で
す
。「
交
代
で
」取
る
だ
け
で
な
く
、

「
同
時
に
」
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

す
な
わ
ち
子
ど
も
が
1
歳
に
達
す
る

前
で
あ
っ
て
も
、
父
親
が
母
親
と
一

緒
に
育
児
休
業
を
取
得
し
、
そ
の
後

父
親
だ
け
が
、
子
ど
も
が
1
歳
�
ヵ

月
に
達
す
る
ま
で
継
続
し
て
パ
パ
・

マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
を
取
る
と
い
う
こ

と
も
で
き
る
わ
け
で
す
。
母
親
が

職
場
復
帰
す
る
前
後
の
大
変
な
時

期
に
、
父
親
が
子
育
て
に
協
力
す

る
こ
と
で
、
母
親
の
負
担
を
軽
減

す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

申
請
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
主

（
会
社
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
提

出
書
類
な
ど
は
各
事
業
主
に
確
認

さ
れ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
厚
生

労
働
省
の
Ｈ
Ｐ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
情
報
収
集
可
能
で
す
。

　
パ
パ
も
マ
マ
と
一
緒
に
子
育
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

老
人
保
健
施
設
か
り
ゆ
し
の
里
　宮
平

　司

くらしに活かそう
社会保障制度96

パ
パ
・
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス

　
沖
縄
医
療
生
協
で
は
、
２
０
１

０
年
か
ら
無
料
・
低
額
診
療
事
業

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
社
会
福
祉
法
に
も
と
づ
い

て
、
経
済
的
に
困
難
な
場
合
や
生

活
が
困
窮
し
た
場
合
に
一
定
期

間
、
無
料
か
低
額
に
て
医
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
制
度
で
、

毎
年
１
，５
０
０
人
近
く
の
方
が

利
用
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
失
業
率
の
高
さ
や

子
ど
も
の
貧
困
率
の
問
題
、
高
す

ぎ
る
国
保
料
な
ど
社
会
保
障
制
度

の
問
題
を
背
景
に
、
病
気
に
な
っ

て
も
我
慢
す
る
等
、
重
症
化
す
る

事
例
が
絶
え
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う

な
中
、
命
に
直
接
係
わ
ら
な
い
と

し
て
口
の
中
の
病
気
を
後
回
し
す

る
こ
と
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
就
学
期
の
児
童
は
勉
学
に
集
中

す
る
事
が
で
き
ず
、
ま
た
、
不
十

分
な
咀
嚼
※
注
１
で
は
身
体
の
成

長
に
も
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
最

近
で
は
児
童
の
「
口
腔
内
（
口
の

中
）
崩
壊
※
注
２
」
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
成
人
の
口
腔
内
崩

壊
の
事
例
も
多
く
み
う
け
ら
れ
ま

す
。
地
域
に
こ
の
よ
う
に
困
っ
て

い
る
、
我
慢
し
て
い
る
方
は
い
な

い
で
し
ょ
う
か
？

　
是
非
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
窓
口
ま
で

ご
相
談
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

注
１　
咀
嚼
（
そ
し
ゃ
く
）
食
物

を
噛
み
砕
く
こ
と
。

注
２　
口
腔
内
崩
壊
（
こ
う
く
う

な
い
ほ
う
か
い
）　

歯
が
ほ

と
ん
ど
無
く
、
食
物
を
と

る
機
能
が
な
い
こ
と
。
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戦
火
を
く
ぐ
り
抜
け
た
人
々
か

ら
『
あ
な
た
へ
の
伝
言
』（
＝
組

合
員
が
語
る
戦
争
・
戦
後
体
験

記
）
の
第
11
集
が
こ
の
ほ
ど
完
成

し
、
�
月
総
代
会
の
日
に
紹
介
さ

れ
た
。
今
号
は
巻
頭
に
「
ガ
マ
」

の
詩
を
三
篇
（
芝
憲
子
、
比
嘉
由

照
）
を
掲
載
し
た
。
ガ
マ
は
沖
縄

戦
（
や
住
民
被
災
）
の
象
徴
で
あ

る
。

　
ほ
か
に
寄
せ
ら
れ
た
原
稿
は
本

人
執
筆
と
聞
き
書
き
合
わ
せ
て
13

点
。
沖
戦
に
と
ど
ま
ら
ず
、
サ
イ

パ
ン
、
テ
ニ
ア
ン
、
パ
ラ
オ
な
ど

南
洋
諸
島
の
体
験
が
ふ
く
ま
れ

る
。「
二
度
と
戦
争
を
起
こ
さ
な

い
」
た
め
に
自
ら
の
体
験
を
語
り

続
け
、
あ
る
い
は
「
南
洋
戦
国
賠

訴
訟
」
の
原
告
と
な
っ
た
の
も
い

る
。「
母
と
暮
ら
し
た
50
年
」（
平

良
宗
稔
）
は
母
と
子
の
二
代
に
わ

た
る
戦
争
戦
後
体
験
で
あ
る
。

　
と
く
に
11
集
に
は
、
戦
後
沖
縄

の
医
療
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
中

村
義
清
医
師
の
講
演
抄
録
、
も
と

公
務
労
働
者
の
見
た
公
衆
衛
生

（
仲
本
政
幸
）
な
ど
医
療
生
協
に

ふ
さ
わ
し
い
内
容
が
盛
り
込
ま
れ

た
。

　
こ
の
戦
争
体
験
記
は
医
療
生
協

本
部
に
て
1
冊
５
０
０
円（
税
込
）

で
販
売
し
て
い
る
の
で
、
一
読
を

お
勧
め
す
る
。

■
問
い
合
せ　

０
９
８

－

８
５
０

－

３
１
８
５

（
玉
城
）
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協
同
に
じ
ク
リ
ニ
ッ
ク
歯
科

無
料
・
低
額
診
療
事
業
を

                

　
　
開
始！

協
同
に
じ
ク
リ
ニ
ッ
ク
歯
科

協
同
に
じ
ク
リ
ニ
ッ
ク
歯
科

無無無無無無無無無無無無無無無
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
・
低
額
診
療
事
業
を

低
額
診
療
事
業
を

低
額
診
療
事
業
を

低
額
診
療
事
業
を

低
額
診
療
事
業
を

低
額
診
療
事
業
を

低
額
診
療
事
業
を

低
額
診
療
事
業
を

低
額
診
療
事
業
を

低
額
診
療
事
業
を

低
額
診
療
事
業
を

低
額
診
療
事
業
を

低
額
診
療
事
業
を

低
額
診
療
事
業
を

低
額
診
療
事
業
を

低
額
診
療
事
業
を

低
額
診
療
事
業
を

低
額
診
療
事
業
を

低
額
診
療
事
業
を

                
                
                
                
                
                
                
                
                
                
                
                
                
                

　
　
　
　
　
　
開開開開開開開開開開開
始始始始始！！！！！！！！

無
料
・
低
額
診
療
事
業
を

                

　
　
開
始！

無
料
・
低
額
診
療
事
業
を

                

　
　
開
始！
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当
院
で
は
、
県
内
初
の
「
医
療

費
あ
と
払
い
サ
ー
ビ
ス
」
を
�
月

3
日
よ
り
導
入
致
し
ま
し
た
。
本

サ
ー
ビ
ス
は
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
㈱
や

関
係
会
社
の
協
力
を
得
て
提
供
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
本
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
は
、
専
用

サ
イ
ト
か
ら
登
録
し
、
病
院
受
付

窓
口
で
「
あ
と
払
い
」
の
利
用
を

申
し
出
れ
ば
、
診
察
後
に
会
計
を

待
つ
こ
と
な
く
帰
宅
で
き
、
診
察

料
は
、
後
日
、
携
帯
電
話
の
通
信

料
金
等
と
合
算
し
て
請
求
さ
れ
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
登
録

に
当
た
っ
て
は
携
帯
各
社
の
対
応

も
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
利
用
し

や
す
い
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
本
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
当
た
っ

て
は
、患
者
様
の
利
便
性
の
向
上
、

職
員
の
業
務
の
平
準
化
を
目
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
多
く
の

患
者
様
が
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
理
解

し
、
ご
利
用
頂
け
る
よ
う
院
内
で

も
様
々
な
宣
伝
活
動
を
展
開
す
る

予
定
で
す
。

　
県
内
で
本
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
る
の
は
、
中
部
協
同
病
院
、
琉

球
大
学
医
学
部
付
属
病
院
、
豊
見

城
中
央
病
院
、
糸
数
病
院
、
ウ
ィ

メ
ン
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
糸
数
の
5
医

療
機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。
去
る

5
月
�9
日
に
は
、
沖
縄
セ
ル
ラ
ー

㈱
本
社
に
お
い
て
マ
ス
コ
ミ
向
け

の
記
者
会
見
も
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
各
医
療
機
関
や
各

社
か
ら
も
、
病
院
の
待
ち
時
間
短

縮
だ
け
で
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用

し
た
健
康
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
含

め
、
利
用
し
て
頂
け
る
皆
様
の
利

便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
な
が

ら
、
サ
ー
ビ
ス
導
入
医
療
機
関
の

更
な
る
拡
大
を
め
ざ
し
た
い
と
目

標
は
一
致
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
院
で
も
、
多
く
の
患
者
様
に

利
用
を
広
め
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

役
立
て
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
皆
様
の
ご
利
用
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お

申
し
付
け
下
さ
い
。
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�
月
�
日
、
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ

ル
那
覇
に
て
普
段
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
地
域
医
療
機
関
及
び
介
護

施
設
、
関
連
消
防
署
の
皆
様
方
を

お
招
き
し
て
、「
顔
の
見
え
る
連

携
」
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
目
的

に
「
２
０
１
９
年
度
沖
縄
協
同
病

院
地
域
連
携
懇
話
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
例
年
�
年
ご
と
の
開
催
で
本
来

は
昨
年
の
予
定
で
し
た
が
、
沖
縄

協
同
病
院
新
築
移
転
10
周
年
に
あ

わ
せ
て
今
年
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　
那
覇
市
古
波
蔵
に
移
転
し
て
か

ら
激
動
の
10
年
間
を
病
院
長
と
し

て
、
職
員
の
先
頭
に
立
っ
て
ご
奮

闘
さ
れ
て
き
た
仲
程
正
哲
院
長
の

開
会
あ
い
さ
つ
、
上
原
昌
義
理
事

長
、
来
賓
の
那
覇
市
医
師
会
山
城

千
秋
先
生
と
南
部
地
区
医
師
会
の

安
里
良
盛
先
生
の
あ
い
さ

つ
と
続
き
、
群
星
沖
縄
・

徳
田
安
春
先
生
の
乾
杯
の

ご
発
声
で
宴
が
幕
開
け
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
地
域
か
ら
過

去
最
高
で
２
７
０
名
程
の

参
加
が
あ
り
、
職
員
及
び

法
人
内
の
参
加
者
を
含
め

る
と
総
勢
３
７
０
名
近
く

の
参
加
者
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
会
場
内

で
は
様
々
な
交
流
の
シ
ー

ン
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見

ら
れ
、
Ｏ
Ｂ
の
先
生
同
士

の
「
小
さ
な
同
窓
会
？
」

も
行
な
わ
れ
、
ど
の
顔
も

楽
し
そ
う
に
笑
み
を
浮
か

べ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
新
た
な
試
み
と
し
て
、
各

科
の
顔
写
真
入
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
成
や
医
療
現
場
の
動
画
及
び

写
真
、
ド
ロ
ー
ン
を
駆
使
し
た
上

空
か
ら
の
病
院
全
景
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
の

作
成
が
行
わ
れ
、
歓
談
・
食
事
タ

イ
ム
に
素
晴
ら
し
い
病
院
紹
介
の

Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
披
露
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
そ
の
後
医
療
生
協
エ
イ
サ
ー
同

好
会
に
よ
る
エ
イ
サ
ー
演
舞
と
続

き
、
有
銘
一
朗
副
院
長
の
閉
会
の

あ
い
さ
つ
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
の
医
療
機
関
や
関

係
者
の
方
々
と
協
力
し
な
が
ら
患

者
様
に
よ
り
良
い
医
療
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
職
員
一
同
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ԭ
ೄ
ڠ
ಉ
ප
Ӄ
஍
Ҭ
࿈
ܞ
࠙
࿩
ձ

࣮
ߦ
ҕ
һ
ձ
　
র
԰
ਸ਼
உ

ԭೄڠಉපӃ
஍Ҭ࿈࠙ܞ࿩ձ

։͞࠵ΕΔ

ҩ
療
අ
͋
ͱ
෷
͍

　α
ồ
Ϗ
ε
ಋ
ೖ
！

沖縄医療生協だよりの

手配りにご協力を！
　組合員のみなさん、
沖縄医療生協だより
（以下だより）は毎月
発行されている機関紙
です。「だより」は沖

縄医療生協と組合員を結ぶ唯一の情報誌です。しかし、９万人余り
の組合員全員には届けられていないのが現状です。医療生協の方針
や様々なとりくみなど、くらしに約立つ情報が満載です。
　是非、あなたのまわりで５～10部程度の配布ができる方を募集
しています。また、配布可能な方をご紹介ください。よろしくお願
いいたします。

連絡先：沖縄医療生協まちづくり推進部　TEL 098－850－9004

「医療生協の理念を地域に広め、協同の“わ”をひろげよう」を
テーマに、組織の基礎である班をふやす取り組みを行っています。
　沖縄医療生協には395の班（2019年３月末）があり、班を中心
に地域で健康づくり等の楽しく学べる班会が行われています。３人
集まれば班を作ることが出来ます。気軽に班を結成してみません
か。班会についてのお問合せをおまちしています。
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あなたのまわりに
医療生協の班をつくろう！
あなたのまわりに
医療生協の班をつくろう！

連絡先：沖縄医療生協まちづくり推進部　TEL 098－850－9004
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初
め
ま
し
て
。
研
修
医
1
年
目

の
加
藤
あ
さ
ひ
と
申
し
ま
す
。
私

は
八
重
山
諸
島
に
あ
る
石
垣
島
で

生
ま
れ
育
ち
、
琉
球
大
学
を
卒
業

し
ま
し
た
。
小
中
高
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
毎
日
部

活
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
医
師
を
目
指
し
た
の
は
、

産
婦
人
科
医
不
足
に
よ
り
八
重
山

�
月
９
・
10
日
、
鹿
児
島
県
で

開
催
さ
れ
た
「
第
��
回
九
州
沖
縄

ブ
ロ
ッ
ク
組
合
員
交
流
研
修
会
」

に
沖
縄
医
療
生
協
か
ら
の
参
加
者

50
人
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　
私
と
し
て
は
、
昨
年
沖
縄
で
開

催
さ
れ
た
研
修
会
に
次
い
で
�
回

目
の
参
加
で
、
九
州
各
県
の
活
動

に
学
ぶ
こ
と
が
多
く
大
変
意
義
深

い
�
日
間
で
し
た
。
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
提

起
さ
れ
た
秋
の
月
間
の
取
り
組
み

を
は
じ
め
と
す
る
活
動
を
班
で
、

支
部
で
深
め
て
い
き
た
い
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

１
日
目
の
基
調
報
告
は
、
日

本
医
療
福
祉
生
協
連
理
事
の
比

嘉
努
氏
が
「
医
療
福
祉
生
協
連

２
０
１
９
年
度
秋
の
生
協
強
化
月

間
方
針
」
の
提
起
が
な
さ
れ
、
中

心
テ
ー
マ
は
協
同
の
力
で
い
の
ち

輝
く
社
会
を
つ
く
る
と
し
、
サ
ブ

テ
ー
マ
『
出
か
け
る
、つ
な
が
る
、

安
心
を
結
ぶ
』
活
動
で
、
月
間
は

9
月
�5
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
に

課
題
を
達
成
す
る
こ
と
を
確
認
し

合
い
ま
し
た
。

　
交
流
会
を
通
じ
て
す
べ
て
が
感

動
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、

と
り
わ
け
筑
後
保
健
生
協
の
「
高

齢
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
活
動
」
が
心
に
残

り
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
の
「
わ
た
し
た
ち
は

ど
う
生
き
る
か
」
と
題
し
、
本
田

宏
氏
は
医
療
と
社
会
保
障
の

現
状
、
報
道
の
自
由
が
せ
ば

め
ら
れ
、
選
挙
で
の
投
票
率

も
低
下
と
指
摘
し
、
自
分
だ

け
で
な
く
地
域
や
社
会
と
連

携
し
、
時
代
を
変
え
る
運
動

を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切

と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
分
科
会
は
組
織
づ
く
り
に

参
加
。
班
・
支
部
で
の
担
い

手
づ
く
り
を
ど
う
広
げ
る
か

を
中
心
に
論
じ
ら
れ
ま
し

た
。
担
い
手
づ
く
り
は
「
生

協
だ
よ
り
」
配
布
か
ら
始
め

て
も
ら
い
、
班
を
基
礎
に
楽

し
く
な
る
活
動
、
組
合
員
で

良
か
っ
た
と
言
え
る
活
動
を

進
め
る
こ
と
の
大
切
さ
が
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

Ӝ
ఴ
͖
ͨ
ࢧ
෦
ӡ
Ӧ
ҕ
һ
　

ൺ
Յ
Ѫ
ࢠ

で
は
分
娩
が
出
来
な
く
な
る
と
い

う
状
況
に
陥
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
将
来
は

人
材
の
足
り
な
い
地
域
で
の
医
療

に
携
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
沖
縄
協
同
病
院
で
の
研
修
を

通
し
て
無
差
別
平
等
の
医
療
を
学

び
、
今
後
の
医
師
人
生
の
基
盤
と

し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

沖
縄
協
同
病
院
１
年
目
研
修
医
　
加
藤
あ
さ
ひ
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第42回九州沖縄ブロック組合員交流研修会

うるま市具志川

支部運営会議、ゆんたく会

お茶会、料理教室　など

所 在 地

利 用 法
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あなたのまちにある
医療生協事業所
あなたのまちにある
医療生協事業所
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　著作権侵害になる可能性がございますのでご遠慮下さい。

Μɹ໊લɿӈɾϦοϓͪΌΜ͞ࢠຊ�ӻٱࠤ ɾࠨ

oh my ペットoh my ペット

ࣗຫͷϖοτͷࣸਅΛେืू

ϝʔϧΞυϨεɿPLJJTFJLZPEBZPSJ!ZBIPP�DP�KQ
໰͍߹Θͤઌɿԭೄҩྍੜڠ·ͪͮ͘Γਪਐ෦ɹὸ��5�����4

今月の

໰߹ͤઌɿԭೄҩྍੜڠ·ͪͮ͘Γਪਐ෦ɹ5&-������5�����4

ᶃಹ೼ɾೆ෦ࣨڭ ͱΑΈੜڠපӃ̓֊ے��τϨࣨ
ୈ ɾ̍̎ ɾ̐ ਫ༵೔� ࣌̓ޙޕʙ࣌̒ޙޕ
ຖि༵ۚ೔� ��෼࣌̓ޙޕ��෼ʙ࣌̒ޙޕ
̔月̎೔ʢ金ʣɺ̓ ೔ʢਫʣɺ̕ ೔ʢ金ʣɺ23೔ʢ金ʣɺ28೔ʢਫʣɺ
30೔ʢ金ʣ
ᶄӜఴࣨڭ ӜఴڠಉΫϦχοΫ��௨所Ϧϋࣨ
ୈ ɾ̎̐ ໦༵೔ɹ࣌̒ޙޕʙ࣌̓ޙޕ
̔月̔೔ʢ໦ʣɺ22೔ʢ໦ʣ
ᶅटཬࣨڭɹटཬڠಉΫϦχοΫ��௨所Ϧϋࣨ
ຖिਫ༵೔ɹ࣌̑ޙޕ��෼ʙ࣌̒ޙޕ��෼
8 月̓೔ʢਫʣɺ21೔ʢਫʣɺ28೔ʢਫʣ
ᶆ๺෦ࣨڭɹ΍Μ͹ΔڠಉΫϦχοΫ��組合員ར༻ࣨ
ຖि໦༵೔ɹ࣌̎ޙޕ��෼ʙ࣌̏ޙޕ��෼
̔月̍೔ʢ໦ʣɺ̔ ೔ʢ໦ʣɺ22೔ʢ໦ʣɺ29೔ʢ໦ʣ
ᶇখ࿣ےτϨࣨڭɹখ࿣ࢢӦॅ୐ूձ所
ຖि༵ۚ೔ɹޕલ࣌��ʙޕલ࣌��
̔月̎೔ʢ金ʣɺ̕ ೔ʢ金ʣɺ23೔ʢ金ʣɺ30೔ʢ金ʣ
ᶈզಹ೼ڭ ʢࣨ͘͞Β൝ʣ ๛ݟ৓ࢢզಹ೼ެຽؗ
ຖि໦༵೔ɹ࣌̓ޙޕ��෼ʙ࣌̔ޙޕ��෼
̔月̍೔ʢ໦ʣɺ̔ ೔ʢ໦ʣɺ22೔ʢ໦ʣɺ29೔ʢ໦ʣ

݄̔
ͷ೔ఔ

໰߹ͤઌɿԭೄҩྍੜڠ·ͪͮ͘Γਪਐ෦ɹ5&-������5�����4

ダイエットウォーク＆気功
ୈ̏ਫ༵೔ɹ࣌̒ޙޕ ��෼ʙ࣌̔ޙޕɹ̔月 21೔ʢਫʣ

スクエアステップ教室
ୈ �ਫ༵೔ɹ࣌̏ޙޕʙ̐࣌ɹ̔月 28೔ʢਫʣ

ͱΑΈੜڠපӃ̓֊ے��τϨࣨ

ͱΑΈੜڠපӃ̓֊ɹ組合員ར༻ࣨ

ͱ͜Ζɿԭೄ合ಉ๏཯ࣄ຿所ʢಹ೼ຽओ਍ྍ所ݐ෺಺ʣ
ରɹ৅ɿҩྍੜڠ組合員
୲ɹ౰ɿࣄ຿所所ଐͷหަ͕࢜ޢ୅Ͱड͚ͪ࣋·͢
Έɾ໰͍߹Θͤઌʣࠐ๬ͷํ͸ɺͪ͜Β·Ͱʢ༧໿ਃ͠ر͝˙
ԭೄ߹ಉ๏཯ࣄ຿ॴ�ὸ�������������住所：那覇市松尾２-17-34
ฏ೔ɺޕલ࣌̕ʙ ࣌ʙ̑࣌̍ޙޕɹ࣌12 30෼ʹ͝࿈བྷԼ͍͞ɻ

無料法律相談のご案内

ಹ೼ँ҆ࢢɺࢳຬࢢɺ
沖縄ࢢɺੴ઒ɺೆ෩ݪொ

͓໰߹ͤઌɿ沖縄医療生協հۀࣄޢ՝
5&-ɿ���ô���ô����ʢ԰ྑʣ
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※８月14日～16日は旧盆のため、お休みします

݄̔
ͷ೔ఔ 筋トレ　  教室健　康

づくり（　　 ）

土土
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タ
テ
の
ヒ
ン
ト

1
、
夏
だ
ー
！
海
だ
ー
！
泳
ぎ
に
行
こ
う
！

2
、
人
間
の
首
や
頭
を
乱
暴
に
い
う
語
。

「
○
○
○
○
並
べ
て
待
っ
て
い
ろ
」

3
、
左
の
端

4
、
液
体
な
ど
が
部
分
的
に
し
み
つ
い
て

汚
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
汚
れ
。

5
、
国
民
の
幸
福
増
進
を
目
的
と
す
る
政
治
。

7
、
英
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
第
2
字
。

9
、
工
夫
し
て
計
画
を
立
て
る
こ
と
。
案

を
立
て
る
こ
と
。

11
、
頭
部
の
前
面
に
位
置
し
、
消
化
器

の
発
端
で
あ
る
口
を
中
心
と
し
て
、

視
覚
、
嗅
覚
、
味
覚
、
聴
覚
の
諸
感

覚
器
が
集
中
し
て
い
る
部
分
。

13
、
鶏
の
胸
に
あ
る
肉
。
上
質
で
柔
ら
か

く
、
た
ん
ぱ
く
質
を
多
く
含
む
。
脂

肪
分
は
あ
ま
り
な
い
。

14
、
家
系
の
最
初
の
人
。
始
祖
。
物
事
を

最
初
に
始
め
た
人
。

16
、
役
に
立
つ
こ
と
。
た
め
に
な
る
こ

と
。
利
益
。
も
う
け
。

17
、
脱
穀
を
し
た
り
、
穀
物
を
つ
い
た

り
、
す
り
つ
ぶ
し
た
り
す
る
た
め
に

用
い
る
道
具
。

ヨ
コ
の
ヒ
ン
ト

1
、
人
の
姿
や
物
の
形
を
映
し
見
る
道
具
。

3
、
生
の
魚
や
、
貝
の
肉
を
切
っ
た
も
の
。

6
、
易
学
で
、
陽
に
対
置
さ
れ
て
、
消
極

的
・
受
動
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
も
の
。

7
、
微
量
で
動
物
の
栄
養
を
司
り
、
し
か
も

体
内
で
つ
く
ら
れ
ず
、
外
部
か
ら
取
込

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
有
機
化
合
物
。

最
初
に
単
離
さ
れ
た
の
は
米
ぬ
か
の
○

○
○
○
で
、
１
９
１
０
年
鈴
木
梅
太

郎
、
11
年
C・
フ
ン
ク
が
発
見
し
た
。

8
、
映
写
幕
。

10
、
物
の
形
が
ゆ
が
ん
で
い
る
こ
と
。
ま

た
、
そ
の
さ
ま
。

11
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
こ
と
。
ま
た
、

そ
の
集
ま
り
。

12
、
ヒ
ル
ガ
オ
科
の
蔓
性
の
一
年
草
。
茎

は
左
巻
き
。
葉
は
大
き
な
切
れ
込
み

が
あ
る
。
夏
の
朝
、
ら
っ
ぱ
状
の
花

を
開
く
。

15
、
柑
橘
類
な
ど
の
植
物
に
含
ま
れ
る
有

機
酸
。

18
、
日
本
の
伝
統
的
食
品
、
調
味
料
。
大

豆
を
蒸
し
、
つ
き
砕
い
た
も
の
に
食

塩
を
加
え
、
麹
菌
で
分
解
し
、
熟
成

さ
せ
て
つ
く
る
。
一
般
に
、
晩
春
か

ら
初
夏
に
か
け
て
仕
込
み
、
一
夏
ね

か
せ
て
で
き
る
が
、
最
近
は
短
期
間

に
発
酵
熟
成
さ
せ
る
方
法
が
多
い
。

二
重
枠
の
ヒ
ン
ト

　

悲
惨
な
状
況
に
陥
り
、
混
乱
し
て
泣
き

叫
ぶ
こ
と
。

શ࢛ࠃ՝୊の౸ୡ
6 月 2019年౓ྦྷܭ ܭྦྷ

組合員;΍͠ʢ人ʣ 161 444 95,446
出資金;΍͠ʢ千円ʣ 8,36� 19,498 1,804,�31
൝ͮ͘Γʢ൝ʣ 5 9 400
୲͍ख;΍͠ʢ人ʣ 5 25 995

担い手ふやしについては、現勢を載せています。

૱ɾౡାɹ࡞

２
０
１
９
年
６
月
号　
４
０
７
号

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
解
答

ς
Π
γ
ϯ
Χ
Ϋ
ί
ɾ
Χ
Ϋ
ί
ς
Π
γ
ϯ

౰
બ
ऀ

・
橋　
本　
秀　
樹
（
名
護
市
）

・
城　
間　
正　
彦
（
う
る
ま
市
）

・
知　
花　
盛　
考
（
読
谷
村
）

・
新　
城　
美
佐
子
（
西
原
町
）

・
水
無
月　
　
　
　
（
那
覇
市
）

・
神　
山　
幸　
子
（
那
覇
市
）

・
池
ち
ゃ
ん　
　
　
（
那
覇
市
）

・
押　
元　
君　
子
（
那
覇
市
）

・
大　
江　
長
次
郎
（
那
覇
市
）

・
赤　
嶺　
佐
知
子
（
豊
見
城
市
）

・
許　
田　
信　
子
（
豊
見
城
市
）

・
大　
城　
尚　
美
（
豊
見
城
市
）

・
桃　
原　
佳　
奈
（
南
風
原
町
）

・
伊　
敷　
弘　
子
（
糸
満
市
）

21
名
の
応
募
が
あ
り
1�
名
が
正
解
し
ま

し
た
。
1�
名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
広
場

※
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
応
募
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
記
入
さ
れ
て
い
る
一
言
は
ふ
れ
あ
い
広
場
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ụ
ใ
ࠂ
ࣄ
߲
Ủ

１
、
新
中
部
協
同
病
院
建
設
第
18

回
工
程
会
議
報
告
に
つ
い
て

ụ
ܾ
ٞ
ࣄ
߲
Ủ

１
、
第
5�
回
総
代
会
議
案
に
つ
い
て

ụ
ڠ
ٞ
ࣄ
߲
Ủ

１
、
戦
争
体
験
記
第
10
集
、
11
集

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

２
、
労
働
組
合
関
係
に
つ
い
て

３
、
第
5�
回
通
常
総
代
会
関
係
に

つ
い
て

ụ
ܾ
ٞ
ࣄ
߲
Ủ

１
、
医
師
幹
部
人
事
に
つ
い
て

２
、
看
護
部
人
事
に
つ
い
て

ụ
ڠ
ٞ
ࣄ
߲
Ủ

１
、
第
5�
回
通
常
総
代
会
議
事
運

営
に
つ
い
て

２
、
次
期
役
員
体
制
案
に
つ
い
て

ụ
ܾ
ٞ
ࣄ
߲
Ủ

１
、
役
員
の
選
任
承
諾
に
つ
い
て

２
、
理
事
長
、
副
理
事
長
、
専
務

理
事
、
副
専
務
理
事
、
常
務

理
事
の
選
出
に
つ
い
て

３
、
代
表
理
事
の
選
出
に
つ
い
て

ఆ
ྫ
ཧ
事
ձ
ͩ
Α
Γ

◎
第
��
期
第
��
回
理
事
会
が
�
月

��
日
に
開
催
さ
れ
、
左
記
の
議

題
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

◎
第
��
期
第
��
回
理
事
会
が
�
月

��
日
に
開
催
さ
れ
、
左
記
の
議

題
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

◎
第
��
期
第
�
回
理
事
会
が
�
月

��
日
に
開
催
さ
れ
、
左
記
の
議

題
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

૊߹һのօ༷΁
大切な出資金をお預かりしています。
住所や電話番号など変更がある場合は、
お手数ですが「まちづくり推進部」まで
ご連絡ください。TEL 098-850-9004

幸
せ
な
ひ
と
時

　

プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
た
茄
子
に
花
が

咲
き
ま
し
た
。
藤
色
の
小
花
は
ど
れ
も

う
つ
む
い
て
控
え
め
。
一
方
糸
瓜
の
黄

花
は
お
日
様
に
真
向
か
い
、
今
朝
も
大

ら
か
に
咲
い
て
い
ま
す
。
時
間
だ
け
は

た
っ
ぷ
り
あ
る
、
老
い
の
幸
せ
な
自
然

と
の
対
話
の
ひ
と
時
で
す
。

ロ
ハ
ス
（
那
覇
市
）

孫
は
か
わ
い
い

　

息
子
か
ら
送
ら
れ
る
初
孫
の
動
画
に

癒
さ
れ
て
い
ま
す
。「
孫
は
か
わ
い
い
」

を
実
感
。

愛
子
（
う
る
ま
市
）

お
も
て
な
し
に

　

近
所
の
マ
ン
ゴ
ー
農
家
さ
ん
よ
り
完

熟
マ
ン
ゴ
ー
を
頂
き
、
今
月
の
一
品
で

紹
介
さ
れ
た
マ
ン
ゴ
ー
プ
リ
ン
作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
家
族
か
ら
美
味
し
い

と
好
評
で
、
お
盆
時
の
来
客
に
も
て
な

そ
う
と
思
い
ま
す
。伊

敷
弘
子
（
糸
満
市
）

一
服
の
清
涼
剤

　

久
し
ぶ
り
に
朝
顔
を
植
え
て
み
ま
し

た
。
一
粒
の
種
か
ら
ツ
ル
が
延
び
て
、

た
く
さ
ん
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
梅

雨
の
鬱
陶
し
さ
に
一
服
の
清
涼
剤
の
様

な
感
じ
で
す
。

坂
本
一
洋
（
那
覇
市
）

ク
ロ
ー
バ
ー
の
威
力

　
散
歩
の
途
中
の
公
園
で
四
葉
の
ク
ロ
ー

バ
ー
を
見
つ
け
ま
し
た
。
友
人
の
娘
さ

ん
に
お
守
り
に
し
て
ね
と
差
し
上
げ
た

と
こ
ろ
、
な
ん
と
４
か
月
後
に
ト
ン
ト

ン
拍
子
に
結
婚
が
決
ま
り
、
式
ま
で
挙

げ
ま
し
た
。
友
人
は
大
喜
び
、
私
も
嬉

し
く
て
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
恐
る

べ
し
、
四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
の
威
力
♡

久
場
恵
美
子
（
那
覇
市
）

˓�マε໨に౴͑をهೖし、̎ॏ࿮のจࣈのώϯτをߟࢀ
にฒべସ͑て下さい。
˓�కΊ੾りは9月15೔（೔）です。（ফҹ༗ޮ）
˓�Ϋϩεϫーυύζϧのղ౴ɾ౰બऀは�11߸（2019年
10月５೔発行）です。
˓�ϋΨΩに౴͑ɾॅॴɾ໊ࢯɾ一ݴίϝϯτをه載しおૹり
下さい。ਖ਼ղऀの中から15໊にਤॻΧーυをଃఄします。

˙�ૹり先　�˟ 90��0�94๛ݟ৓ࣈࢢਅ59ڮۄ���ʢ̔֊ʣ
　　　　　沖縄医療生協ຊ部　ὸ098�850�9004

Ԡืのํ๏

1 2 3 4 5

6 7

8 9

10 11

12 13 14

15 16 17

18
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⁞ ཛをᣐでます。
  Ͷ͗は、み͡ん੾りにし、ϑϥΠύϯでᖱۄ
Ίます。

⁠ τマτは、くし੾りにし、Ϩλεはखで、ち
͗ります。

⁡ εϥΠεϋϜは、み͡ん੾りにし、軽く౬௨
しします。

⁢ ᣐでたཛの֪をΉき、ॎ൒෼に੾り、中のཛ

ྉʢ̑ਓ෼ʣࡐ
卵 ･････････････ 5 個
玉ねぎ ････････ 120g
スライスハム ･･ 100g
マヨネーズ ･････ 40g
小麦粉 ･････････ 適量

パン粉 ･････････ 適量
溶き卵 ･････････ 2 個
油 ･････････････ 適量
トマト ････････ 150g
レタスの葉 ･････ 6 枚

とよみ生協病院
栄養管理室 　調理師
佐 久 田  純 子

Γํ࡞

ԫを取り出し௵し、 と⁡をೖれマϤωーζ΋Ճ͑てࠞͥます。
⁣ ⁢をཛ΁٧Ί໭しখഴค、ཛ、ύϯคを෇けڧՐの༉で༲͛ます。
⁤ 。にτマτ、Ϩλε、ΤοάϑϥΠを੝り෇けますث

ྉʢ̑ਓ෼ʣࡐ
卵 5 個 パン粉 適量

簡単卵料理です！
ピクニックや運動会弁当に一品いかがでしょうか！

作品コーナー作品コーナー

　

い
よ
い
よ
夏
本
番
と
言
う
季
節
に
な
っ
て
来
ま
し
た

が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
今
回
の
作
品
の
テ
ー
マ
は
、「
夏
の
花
火
大
会
」

で
す
。
利
用
者
様
と
一
緒
に
ア
イ
デ
ア
を
膨
ら
ま
し
な
が

ら
作
成
し
ま
し
た
。
作
業
を
分
担
し
て
キ
ラ
キ
ラ
折
り
紙
を
カ
ッ
ト

す
る
係
、の
り
で
貼
り
付
け
す
る
係
と
皆
で
楽
し
く
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
今
回
の
作
品
は
中
協
１
階
医
事
課
横
の
作
品
コ
ー
ナ
ー
に
設
け
て

あ
り
ま
す
。
中
協
に
お
越
し
の
際
は
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
！
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෦
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沖縄医療生活協同組合

困った
ときはくらしの
相談窓口へ
医療、介護、くらしなどで
お困りではありませんか？
お気軽にご相談ください。

〈窓口〉まちづくり推進部

Tel.098-856-2519
受付時間：月～金　9 : 00 ～ 16 : 00

相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。
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日
）の
処
理
に
な
り
ま
す
。

ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
組
合
員
の
死
亡
や
転
居

な
ど
は
お
手
数
で
す
が
沖

縄
医
療
生
協
か
お
近
く
の

病
院
や
各
診
療
所
ま
で
ご

連
絡
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
生
協
法
で
は
、
法
定
脱

退（
死
亡
や
県
外
転
居
）以

外
の
処
理
に
つ
い
て
は
年

度
末
の
処
理
を
す
る
よ
う

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
1�
月
ま
で

に
申
請
書
を
提
出
さ
れ
た

方
に
つ
き
ま
し
て
は
年
度

末
（
２
０
２
０
年
３
月
31

日
）の
返
済
・
処
理
に
な
り

ま
す
。
２
０
２
０
年
１
月

以
降
の
申
請
が
あ
っ
た
も

の
に
つ
き
ま
し
て
は
次
年

度
（
２
０
２
１
年
３
月
31
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生
協
法
で
は
、
法
定
脱

　

２
０
１
９
年

出資金の年度末処理について出資金の年度末処理について
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